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研究内容： 

日本固有の小型食肉目動物であるニホンイタチは、2020 年のレッドリストで、北多摩

地域では準絶滅危惧種に指定されています。ニホンイタチは生物多様性の重要な構成

要素であるだけでなく、頂点捕食者としての本種を研究することは、同じ生息域にお

ける他の動物個体群の変化を研究する上で示唆的です。ニホンイタチが都市河川をど

のように利用しているのか、外来動物と在来動物の種間関係はどうなっているのか、

といったまだ明らかになっていないトピックに研究しています。 
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